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第2次大戦の日本の行数（その5）   

明藤な戦紹旧約欠如の失敗  

¢16023き4 松山大学 湊 晋平 Min8b S‡血叩ei   

朋弼略  

掴ま1≦Ⅸ）年代初めのカラー剖蘭肺癌当時から、日米  

陽純洞喘こ日本対シナ・米連合国との掛こなり、ま  

たそう展開すること瀾しm唆。ノVウオー一夕のl太  

棚でIも日脚ヨま日本が日清。日餅  
争㈱朝蹄徽米国のアジア  

而紐臓；轟かれてい乱   
鯛研戦はオレンジ作戦といわ  

れ、ワシントン条約㈱期に日本艦  

隊と決戦し、これを撃破すろ突進派㌧と、対日戦を長期  
的な持場搬日割こ適㈱を挑み、戦力  
を消耗させながら、自己戦力を増絶し爛軌ヽを増  
大し舶1こ西進する慎重派  

：とがあった。  

陣中わ囲略  

これに対し日割楓明治労唄は嘩防槍軽  
米国を仮想敵と想定したもの脚を考え、西  
太鞘こ進攻する米艦併を撃破することによって早期に  

戦浄終結が可能と自己中洒湘亀   
このためオレンジ作戦に対応する遡津作戦は西太平洋  

で購隊を撃餃する戦術肝招こ重点粥匿病hロジ  

スティクスや情報㈱、外交関係を吹く吹く含めて  
の国蓼戦略として日米掛こどう対処する如こは塵点を  

圃′嘲酌されていなかりた。  

日掛喧  

遁臥年の満州事変、国蜘、シナ事変  

¢間とその拡大といった一勝ま日米間の  
飼察を増大していった。   

日本欄部、特こ陸軍は目前のシ憾こおける利  

権の拡大旬維持このみ目を奪軌梱こ対する認識を  

誤り、米国消却ドn、た日米戦争のシナリオの筋書きに  

沿って物譲が進行してl、た。   

掃こ1謝年の第2次大戦の勃発と緒戦に粗ナる独の電  

撃戦の成功も 

． 

ますます米国と対由糊こなっていった。これ恕弼整する  

ため日米効蜘～馳，1琴が尉蜘ぬ札指割l内  

の対立から次靭こ郎糊緋妨向墓翫、つ7㌔  

酬軸韻相磯応  

′レ刷レト卿こあった粥国は第1次大戦時の  

ウイルソンと異なり1紺年通月ー梱地表の大  

兵誰：放るべuと宣言し祖年さ．別コ噸与法  

を実施して対執こ乗り出し、日米交渉時から聞こ鯨  

戦体制をかため日米瑚  

に考えていた舟木指導部は在米独伊系人側こ反戦気分  

を生ずることを期待しnヽたが、彼ら‡池しろナチスや  

ユダヤ人排斥に対し戯を感m、た。  

日寺側   

1‡姓1棚を中心とした日本の指導部は∴緒戦  

にさえ脚施待働特凋も人鰍  

個八の権利と自由を重んじる馳ストライキ頓戦  

運動も認められn、る国爛勃、ら早速和平の  
申u出があると簡単に考えて戦争を決意したと思われ乱  

そして米国に対しては決定的勝利胞褐ることが不可能と  

しても、先んじて南方諸地域を獲得できればもれ恐ナ有  
劉胴猷敗れることlまあるまいと無計画  

な見通しで戦争を決意したと考え賊．   

いま一つ日割渦梱こ対する独の実力曲こ見積  

もり、独こよる瀾抽象実車：土の僻をきっかナに  

米国も鰍くると考抽、た  

日側面  

このように日本相関軌嘲竜粗、て、明確な戦争の締結  

を蜘こ欄和昭成されないで戦争  

を始めた。  
■さらにまた日本ば掛顎日払、てアジアの将来や戦後の  

アジアにおける日本の役割といった戦後計画について検  

討してl硬かった。   

日二和ま1経年5月大東亜共栄圏陵を発表したが、これ  

は日本が指導国として大東蜘）時価匠易」やー産  
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兼締馳抑＼蜘外との外交通  あも  
静ま日棚めもとさ胡勤執る姿であり、各国の  
ナンヨナリズ封こ配藍しカ炉咄鍾削なもの鮎た   

糾年目；村適訓辞国由功鯵脚敦  
参．考 文 政  

1．）へクタrCノVウオーク；石丸藤太釈醐争   

′と馳調堀金¢鎚均  
2）エドワード・ミラー；択圧僻訳，ーオレン潮軌，   

柵牡桝  
3）蜘蛛瑠粥外交と脚，㈱の   

絢脚嘲¢間  

4）ボ「ル・ケネディ；掴取酬コ下   

草恥1蹟吟  

5）石”晦職適想史J，腐輌  
6）嘲l国力なき桝勤，原板仰  

権設立当時の日華基軸こある計ホの権益主義的、内  
納札押返避を実施し治外法  

椿瑚緬敵組叔棚  

に努力した。   

しかl．ながらこの時点でこのような朋捗を行う  
棚設錮囁ここのような処盛勤ミと肺ヽ  

たな餌ま欄瑚決し日爛こ至らなかったと  
考えられ乱   

とも摘弾こ流される行き当た  

りのとこみ離をたどらなければならない理由が  

表1戦前の日米の国家桃  

81戦争   日米戦争  米臼対8桃   

基本目礪  ロシヤ勢力の朝鮮半■  シナ大陸忙市電を求む    常に西進を続ける  

臥を防止   シナ事変の寛治化から  

脱却  

石油入手く海軍）  日本のアジア侵略を防止   

シナ占領地の利権  

離籍（陸軍）  

邑隈関係  美田と昆盟を結ぶ   独伊と同盟を結ぶ  美白を援助、鶴同盟  

シナの参戦を断る   パスに乗り遅れるな  独ソ戦胱後、ソ連凛助  

のせ乗主義で邑鞍馬儒  

悪化  

戦争準備  10年掛けて軍貞充喪  シナ事変Eよる白力  武患貸与法等Eよる臨戦  

戦争終結のシナリオを  疲弊  体制の整備 

事劇監事欄   耕の耳備拡賓  大西洋凛■の立言  

明石工作等僧報羞勤・  戦争超絶計看なし  

謀報羞勤を重視   数億裔で他の情報モ  

無視   

表2 米宙の対日戦鴫（オレンジ計官）  

種 類   突進派   中郎太平洋鳥伝い   南太平洋島伝い   

開戦後古ちE日本萌域  ギルバート・マーシャル  サモア・パプア・比島  

内 専         に侵入■  マリアナ・パラオ・沖縄  

ワシントン会議Eよる・   潜水艦の通商破壊戦で   

戦力差モ刺して決戦  日本の戦力低下毯、戦力  を封鎖して戦力低下を  

格差を広げ崩壌を因る  回り、8本本土に上陸  

1920年代に主演  1930年代より主流．結久戦による日本戦力低下   
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